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2008年5月9日（金）

代表取締役社長 山﨑 孝一

決算説明会決算説明会
（2008年3月期）（2008年3月期）

株式会社アルプス物流株式会社アルプス物流

【証券コード：９０５５】 http://www.alps-logistics.jp/

20092009年年33月期の見通し月期の見通し第Ⅱ部 ：第第ⅡⅡ部部 ：：

中期経営計画の概要中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第第ⅢⅢ部部 ：：

1. 1. 電子部品物流電子部品物流

2. 2. 消費物流（流通サービス）消費物流（流通サービス）

3. 3. 中期中期 連結損益計画連結損益計画

20020088年年33月月期期 決算概要決算概要第Ⅰ部 ：第第ⅠⅠ部部 ：：



2

2009年3月期の見通し第Ⅱ部 ：第Ⅱ部 ：

中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第Ⅲ部 ：

1. 電子部品物流

2. 消費物流（流通サービス）

3. 中期 連結損益計画

20020088年年33月月期期 決算概要決算概要第Ⅰ部 ：第第ⅠⅠ部部 ：：

2008年3月期 決算概要

① 連結決算

② 単独決算
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5,516

5,639

2,980

5,421

5,563

2,907

営業利益

経常利益

当期純利益

2007/3期 2008/3期

実績 実績

（単位：百万円）

過去最高を更新し、６期連続の増収・増益を達成過去最高を更新し、６期連続の増収・増益を達成

■■連結決算概要連結決算概要

63,43760,412売上高

Ⅰ．2008年3月期

62,500+ 5.0%

増減率
（％）

計画値

5,300+ 1.8%

5,300+ 1.4%

2,880+ 2.5%

318

102 113

182

320

203

0

100

200

300

400

500

600

700

●売上高の推移●売上高の推移

●アルプス物流（単独） ▲ ２ 億円

・航空貨物の海上輸送シフトによる減収

・運送・保管・資材販売は拡販により微増

●アルプス物流（単独） ▲ ２ 億円

・航空貨物の海上輸送シフトによる減収

・運送・保管・資材販売は拡販により微増

（単位：億円）

604

前期比 ＋ ３０ 億円 （＋ 5.0 ％）前期比 ＋ ３０ 億円 （＋ 5.0 ％）

※各会社の売上高は連結消去後の数値です

634

●アルプス物流（海外） ＋ １１ 億円

・中国内での輸送・拠点拡大による増収

・顧客の生産・現地調達促進による増収

●アルプス物流（海外） ＋ １１ 億円

・中国内での輸送・拠点拡大による増収

・顧客の生産・現地調達促進による増収

●流通サービス ＋ ２１ 億円

・生協向け個配事業が大幅増収を継続

・一般顧客向けの売上は前期比微増収

●流通サービス ＋ ２１ 億円

・生協向け個配事業が大幅増収を継続

・一般顧客向けの売上は前期比微増収

単独

海外

流通

07/3期 08/3期

Ⅰ．2008年3月期
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32.3 33.3

13.6 13.8

8.3 8.1

8.7%
9.0%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

●営業利益の推移●営業利益の推移
（単位：億円）

54.2 55.2 ●アルプス物流（単独） ＋ 1.０ 億円

・売上微減も、原価改善で利益率は向上

・上期減益に対し、通期では増益を達成

●アルプス物流（単独） ＋ 1.０ 億円

・売上微減も、原価改善で利益率は向上

・上期減益に対し、通期では増益を達成

●流通サービス ▲ ０.２ 億円

・増収効果で前期並みの利益は確保

・労務費、燃料費の上昇で利益率低下

●流通サービス ▲ ０.２ 億円

・増収効果で前期並みの利益は確保

・労務費、燃料費の上昇で利益率低下

※各会社の営業利益は連結消去後の数値です

前期比 ＋ １.０ 億円 （＋ 1.8 ％ ）前期比 ＋ １.０ 億円 （＋ 1.8 ％ ）

●アルプス物流（海外） ＋ ０.２ 億円

・現調化促進により物量増が増益に貢献

・価格競争激化も、増収で前期比微増益

●アルプス物流（海外） ＋ ０.２ 億円

・現調化促進により物量増が増益に貢献

・価格競争激化も、増収で前期比微増益単独

海外

流通

07/3期 08/3期

営業
利益率

Ⅰ．2008年3月期

48 50

▲ 28

▲ 72

▲ 24

23

▲ 80

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

60

07/3期 08/3期

55
39

2

2

36

41

0

20

40

60

80

100

120

07/3期 08/3期

93

82

●●キャッシュ・フローキャッシュ・フロー ●●有利子負債残高有利子負債残高
（単位：億円） （単位：億円）

●キャッシュ･フロー

・営業CFは前期比で２億円のプラスに
・投資CFは倉庫建設など２８億円の支出
・フリーＣＦは＋２３億円の収入を確保

●キャッシュ･フロー

・営業CFは前期比で２億円のプラスに
・投資CFは倉庫建設など２８億円の支出
・フリーＣＦは＋２３億円の収入を確保

●有利子負債残高

・単独では１６億円の借入返済を実施
・流通サービスは倉庫建設で借入増
・連結トータルでは１１億円の減少に

●有利子負債残高

・単独では１６億円の借入返済を実施
・流通サービスは倉庫建設で借入増
・連結トータルでは１１億円の減少に

営業CF

ﾌﾘｰCF

投資CF

単独

海外

流通

Ⅰ．2008年3月期
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●●資産状況資産状況 ●●１株当たり指標１株当たり指標
（単位：億円） （単位：円）

自己資本比率

483 498

280
306

52.5%
55.5%

0

200

400

600

800

07/3期 08/3期

総資産

純資産

164.30 168.45

1,430.94
1,562.49

11.3%12.1%

0

500

1,000

1,500

2,000

07/3期 08/3期

１株当たり
純資産

１株当たり
当期純利益

ROE

●資産状況

・総資産 ： 現預金・売掛債権増で+15億円
・純資産 ： 当期純利益確保により+26億円
・自己資本比率 ： 55.5％（3ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）

●資産状況

・総資産 ： 現預金・売掛債権増で+15億円
・純資産 ： 当期純利益確保により+26億円
・自己資本比率 ： 55.5％（3ﾎﾟｲﾝﾄ上昇）

●１株当たり指標

・１株当たり当期純利益 ： 利益増で+4.15円
・１株当たり純資産 ： 利益確保で+131.55円
・ROE ： 12.1％→11.3％（0.8ﾎﾟｲﾝﾄ低下）

●１株当たり指標

・１株当たり当期純利益 ： 利益増で+4.15円
・１株当たり純資産 ： 利益確保で+131.55円
・ROE ： 12.1％→11.3％（0.8ﾎﾟｲﾝﾄ低下）

Ⅰ．2008年3月期

2008年3月期 決算概要

① 連結決算

② 単独決算



6

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

増減率
（％）

2007/3期 2008/3期

実績 実績

3,270

3,620

2,210

+ 2.9%

+ 1.8%

+ 1.6%

（単位：百万円）

「売上高」は微減、「営業利益」は６期連続の増益「売上高」は微減、「営業利益」は６期連続の増益

■■単独損益概要単独損益概要

計画値

31,600▲0.8%

3,233

3,593

2,186

32,060

3,326

3,657

2,220

31,806

Ⅰ．2008年3月期

●売上高／営業利益の推移●売上高／営業利益の推移
（単位：億円）

321 318

33.332.3

0

100

200

300

400

07/3期 08/3期

0

20

40

60

80

・航空貨物の海上シフトで輸出入が減収

・運送・保管・資材販売は拡販により微増

・航空貨物の海上シフトで輸出入が減収

・運送・保管・資材販売は拡販により微増

・保管事業を中心に原価改善が進み増益

・利益率も０.４ポイント向上(10.1⇒10.5%)

・保管事業を中心に原価改善が進み増益

・利益率も０.４ポイント向上(10.1⇒10.5%)

前期比 ▲ ２.５ 億円 （ ▲ ０.８ ％ ）前期比 ▲ ２.５ 億円 （ ▲ ０.８ ％ ）

■ 売上高

前期比 ＋ ０.９ 億円 （ ＋ ２.９ ％ ）前期比 ＋ ０.９ 億円 （ ＋ ２.９ ％ ）

■ 営業利益

売上高

営業利益

Ⅰ．2008年3月期
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318億円

36.7％

31.5％

11.1％

20.7％

資材販売

保管

輸出入

運送

●●事業別売上高の推移事業別売上高の推移 ●●売上構成比売上構成比 （（08/308/3期）期）

08/3期07/3期

資材
販売

輸出入

保管

11,662

10,027

3,527

6,589

31,806計

運送

9,990

4,088

6,352

32,060

11,629

（単位：百万円）

Ⅰ．2008年3月期

7.5
10.0

12.5 12.5

10.0

12.5
12.5

17.5

0

10

20

30

40

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期計画

（単位：円）

22.5
25.0

17.5

（30.0）

中間
配当金

期末
配当金

08/3期 ３０円/年 （期末配当金 ５円 増配）08/3期 ３０円/年 （期末配当金 ５円 増配）

Ⅰ．2008年3月期
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20092009年年33月期の見通し月期の見通し第Ⅱ部 ：第第ⅡⅡ部部 ：：

中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第Ⅲ部 ：

1. 電子部品物流

2. 消費物流（流通サービス）

3. 中期 連結損益計画

2008年3月期 決算概要第Ⅰ部 ：第Ⅰ部 ：

2009年3月期の見通し

① 連結決算

② 単独決算
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（単位：百万円）

5,400

5,500

2,920

8.7%

8.9%

4.7%

5,516

5,639

2,980

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

構成比
（％）

2008/3期 2009/3期

実績 計画

▲2.1%

▲2.5%

▲2.0%

8.1%

8.3%

4.4%

「売上高」 ： ＋ ４.５ ％ 増収 「営業利益」 ： ▲ ２.１ ％ 微減「売上高」 ： ＋ ４.５ ％ 増収 「営業利益」 ： ▲ ２.１ ％ 微減

■■連結通期損益計画連結通期損益計画

+ 4.5%66,300100.0%63,437 100.0%

増減率
（％）

構成比
（％）

Ⅱ．2009年3月期

（単位：億円）

※各会社の売上高は連結消去後の数値です

318 326

113

203

119

218
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●連結売上高の見通し●連結売上高の見通し

前期比 ＋ ２９ 億円 （ ＋ ４.５ ％ ）前期比 ＋ ２９ 億円 （ ＋ ４.５ ％ ）

634

09/3期計画08/3期

663

●アルプス物流（単独） ＋ ８ 億円

・新規・深耕拡販により運送・保管事業拡大

・航空貨物の減少傾向は一巡を見込む

●アルプス物流（単独） ＋ ８ 億円

・新規・深耕拡販により運送・保管事業拡大

・航空貨物の減少傾向は一巡を見込む

●アルプス物流（海外） ＋ ６ 億円

・グローバルネットワーク拡大により増収

・現調化促進により運送・保管事業拡大

●アルプス物流（海外） ＋ ６ 億円

・グローバルネットワーク拡大により増収

・現調化促進により運送・保管事業拡大

●流通サービス ＋ １５ 億円

・生協向け個配事業は継続的に拡大

・一般向けも拡販強化により増収見込む

●流通サービス ＋ １５ 億円

・生協向け個配事業は継続的に拡大

・一般向けも拡販強化により増収見込む

単独

海外

流通

Ⅱ．2009年3月期
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●連結営業利益の見通し●連結営業利益の見通し

（単位：億円）

33.3 32.5

13.8 13.6

8.1 7.9

8.7%
8.1%

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

09/3期計画08/3期

●アルプス物流（単独） ▲ ０.８ 億円

・顧客の物流合理化ニーズへの対応増

・事業体質強化のための先行投資増加

●アルプス物流（単独） ▲ ０.８ 億円

・顧客の物流合理化ニーズへの対応増

・事業体質強化のための先行投資増加

●アルプス物流（海外） ▲ ０.２ 億円

・競争激化による受託価格低下が継続

・倉庫・ネットワーク拡大による先行投資増

●アルプス物流（海外） ▲ ０.２ 億円

・競争激化による受託価格低下が継続

・倉庫・ネットワーク拡大による先行投資増

●流通サービス ▲ ０.２ 億円

・労務費および燃料費のコスト増が継続

・個配を中心とした増収で利益を確保

●流通サービス ▲ ０.２ 億円

・労務費および燃料費のコスト増が継続

・個配を中心とした増収で利益を確保

※各会社の営業利益は連結消去後の数値です

前期比 ▲ １.２ 億円 （ ▲ ２.１ ％ ）前期比 ▲ １.２ 億円 （ ▲ ２.１ ％ ）

55.2 54.0

単独

海外

流通

営業
利益率

Ⅱ．2009年3月期

2009年3月期の見通し

① 連結決算

② 単独決算
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（単位：百万円）

3,250

3,550

2,150

10.5%

11.5%

7.0%

3,326

3,657

2,220

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

構成比
（％）

増減率
（％）

構成比
（％）

2008/3期 2009/3期

実績 計画

▲2.3%

▲2.9%

▲3.2%

10.0%

10.9%

6.6%

「売上高」 ： ＋ ２.５ ％ 増収 「営業利益」 ： ▲ ２.３ ％ 微減「売上高」 ： ＋ ２.５ ％ 増収 「営業利益」 ： ▲ ２.３ ％ 微減

■■単独損益計画単独損益計画

32,600100.0%31,806 + 2.5%100.0%

Ⅱ．2009年3月期

（単位：億円）

●売上高／営業利益●売上高／営業利益の見通しの見通し

318 326

32.533.3

0
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08/3期 09/3期計画
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80

・ネットワーク拡充等で、外販拡大を推進

・資材販売減を見込むも運送・保管で増収

・ネットワーク拡充等で、外販拡大を推進

・資材販売減を見込むも運送・保管で増収

前期比 ＋ ７.９ 億円 （ ＋ ２.５ ％ ）前期比 ＋ ７.９ 億円 （ ＋ ２.５ ％ ）

■ 売上高

・合理化･競争激化による価格低下見込む

・成長に向けシステムなど先行投資を計画

・合理化･競争激化による価格低下見込む

・成長に向けシステムなど先行投資を計画

前期比 ▲ ０.８ 億円 （ ▲ ２.３ ％ ）前期比 ▲ ０.８ 億円 （ ▲ ２.３ ％ ）

■ 営業利益

売上高

営業利益

Ⅱ．2009年3月期
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326億円

37.1％

31.9％

11.4％

19.6％

資材販売

保管

輸出入

運送

●●事業別売上高の推移事業別売上高の推移 ●●売上構成比売上構成比 （（08/308/3期）期）

09/3期計画08/3期

資材
販売

輸出入

保管

12,100

10,400

3,700

6,400

32,600計

運送

10,027

3,527

6,589

31,806

11,662

（単位：百万円）

Ⅱ．2009年3月期

7.5
10.0

12.5 12.5

10.0

12.5

12.5

17.5

17.5

17.5

0
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40

05/3期 06/3期 07/3期 08/3期計画 09/3期計画

（単位：円）

22.5
25.0

17.5

（30.0）

中間
配当金

期末
配当金

（35.0）

３０円/年（08/3期） ３５円/年（09/3期）３０円/年（08/3期） ３５円/年（09/3期）

Ⅱ．2009年3月期
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2009年3月期の見通し第Ⅱ部 ：第Ⅱ部 ：

中期経営計画の概要中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第第ⅢⅢ部部 ：：

1. 1. 電子部品物流電子部品物流

2. 消費物流（流通サービス）

3. 中期 連結損益計画

2008年3月期 決算概要第Ⅰ部 ：第Ⅰ部 ：

●●電子部品・デバイス世界生産見通し電子部品・デバイス世界生産見通し

0

20

40

60

80
（単位：兆円）

06年実績 07年見込み 08年予測

7.6 8.1

10.2 10.6
11.1

8.9

0

10

20

30

40
（単位：兆円）

17.8 18.7

06年実績

20.0

07年見込み 08年予測

０８年 電子部品・デバイス世界生産：前年比 + ８％ （日系企業 ＋ ７％）０８年 電子部品・デバイス世界生産：前年比 + ８％ （日系企業 ＋ ７％）

伸び率

7％

8％

伸び率

5％ 7％

【 日系企業の生産額 】

（出展：（出展：JEITAJEITA））

海外
生産額

国内
生産額

【 世界生産額 】

59.4
63.8

68.9

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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■■ 電子部品電子部品市場市場のの動向動向

電子部品市場の拡大

技術・生産革新の進展

企業の社会的責任の増大

増産で取扱貨物量も増加

国内外物流ネットワークの拡大

価格低下による合理化促進

電子部品の取扱技術の高度化

ＳＣＭ拡大による新たな物流革新

グローバルでの標準化の推進

品質保証の重要性の増大

環境への積極的な取組み拡大

内部統制システムの構築

■■ 部品物流の動向部品物流の動向

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

物流コスト削減

在 庫 の 削 減

環境･品質対応

運 送 効 率 の 向 上

国 際 輸 送 費 の 削 減

保管スペースの削減

資 材 の 現 地 調 達 化

多 頻 度 配 送

自 社 在 庫 の 削 減

輸 送 Ｌ Ｔ の 短 縮

ストックポイントの統廃合

ＣＯ２、廃材等の削減 環 境 規 制 へ の 対 応

■■ 顧客の期待顧客の期待 ■■ 部品物流の変化部品物流の変化

ト レ ー サ ビ リ テ ィセ キ ュ リ テ ィ の 強 化

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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ものづくりを支える最適物流を追求し、豊かな社会の実現に貢献します

電子部品を主体とした総合物流サービスを提供します

●ｸﾞﾘｰﾝﾛｼﾞｽﾃｨｸｽを推進し、環境に貢献地球環境と調和

物流価値の創造 ●専門性を活かし高品質なｻｰﾋﾞｽを創造

お客様との共栄 ●お客様と強いパートナーシップを構築

挑 戦 ●高い目標の実現にﾁｬﾚﾝｼﾞ

誠 意 ●「まごころ」をもって尽くす

● 快 適にｽ ﾋ ﾟｰﾃ ﾞ ｨｰに実行快 速

電子部品を主体としたグローバルな
総合物流事業を展開し、たゆまざる成長を図る

電子部品を主体としたグローバルな
総合物流事業を展開し、たゆまざる成長を図る

企業理念

事業領域

経営姿勢 行動指針

中期方針

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

総合経営戦略

戦略的な事業拡大

（売上の拡大）

中期重点戦略

売 る

育 む

貢 献

営業戦略 新 規 深 耕 拡 販 新 事 業 領 域

事業戦略

運 送 事 業

輸 出 入 事 業保 管 事 業

資 材 販 売 品 質 ・ 環 境

ネ ッ ト ワ ー ク

情ｼｽ戦略 基 幹 シ ス テ ム 情 報 セ キ ュ リ テ ィ

財務戦略 資 金 調 達 株 式 ・ Ｉ Ｒ

人事戦略 採 用 ・ 人 材 育 成 人 事 制 度

事業インフラの整備

（ﾈｯﾄﾜｰｸの拡充）

事 業 体 質 の 強 化

（利益の創出）

ＣＳＲへの取り組み

（環境・社会的責任）

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

生 む
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事業インフラの整備

（ﾈｯﾄﾜｰｸの拡充）

戦略的な事業拡大

（ 売 上 の 拡 大 ）

事 業 体 質 の 強 化

（ 利 益 の 創 出 ）

ＣＳＲへの取り組み
（環境・社会的責任）

ネットワークの拡大（運送・保管）

国内・海外拠点の新設と拡充

新規・深耕拡販のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開

新規ビジネス領域の拡販推進

システム力強化による効率向上

物流個性の運用拡大

グリーンロジスティクスの徹底推進

内部統制システムの適正運用

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

倉庫新設・拡充（検討）

デポ進出（08～09年）

既存営業所

デポ進出（検討エリア）
神戸

栃木

三重

北信

山形

・倉庫面積 ２２８ 千㎡ → ２７０ 千㎡

・拠点・運送デポ ３５箇所 → ４５ 箇所

・トラック台数 ５３５ 台 → ６２０ 台

・倉庫面積 ２２８ 千㎡ → ２７０ 千㎡

・拠点・運送デポ ３５箇所 → ４５ 箇所

・トラック台数 ５３５ 台 → ６２０ 台

0

100

200

300

400

08/3期実績 11/3期計画

0

200

400

600

800

535

【【倉庫面積とﾄﾗｯｸ台数の計画倉庫面積とﾄﾗｯｸ台数の計画】】

（単位：台）（単位：千㎡）

ﾄﾗｯｸ台数

倉庫面積

228

270

620

中期ネットワーク拡大計画

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

新潟営業所
（倉庫新設）
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・拠点数 ２１ 拠点 → ２５ 拠点

・倉庫面積 １２２ 千㎡ → １５０ 千㎡

・トラック台数 ２１２ 台 → ２６０ 台

・拠点数 ２１ 拠点 → ２５ 拠点

・倉庫面積 １２２ 千㎡ → １５０ 千㎡

・トラック台数 ２１２ 台 → ２６０ 台

新設拠点（検討）

倉庫新設・拡充（検討）

既存拠点

タイ

広州

深圳

天津

蘇州

寧波

ベトナム

松江

中期ネットワーク拡大計画

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

【【倉庫面積とトラック台数の計画倉庫面積とトラック台数の計画】】

（単位：台）（単位：千㎡）

0

50

100

150

200

08/3期実績 11/3期計画

0

100

200

300

400

212
ﾄﾗｯｸ台数

倉庫面積
122

150
260

中国 天 津 アセアン タ イ 北米 マッカレン

【新倉庫増設】

●完成予定時期：

2008年12月

●倉庫面積：

4,800㎡ → 7,400㎡

【現地法人設立】

●設立時期：

2008年10月（予定）

●目的：

代理店 → 自営化

【新倉庫稼動開始】

●稼動開始時期：

2008年4月

●倉庫面積：

9,683㎡

（完成予想図）

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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大連ｴﾘｱ
天津ｴﾘｱ

上海ｴﾘｱ

香港

天津 上海

24H

1,300km

24H

1,800km

広東

●既存路線の増便 11便 ⇒ １５便/週

●天津－大連路線の定期便化

●既存路線の増便 11便 ⇒ １５便/週

●天津－大連路線の定期便化

（中国内 長距離トラック輸送ネットワーク）

ＳＰＥＥＤ（スピード）

ＣＯＳＴ（コスト削減）

ＳＡＦＥＴＹ（安全性）

週3便

ｱﾓｲ

週8便

天津・広東間 ５４H （最短）

広東・香港ｴﾘｱ
厦門ｴﾘｱ

定期便

定期便（ｱﾓｲ停車便）

不定期便

08年度の取り組み

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

走行距離
（１日当たり）

３.９周３.９周 ５.０周５.０周

トラック台数

７４７台７４７台 ８８０台８８０台

倉庫面積

３５０千㎡３５０千㎡ ４２０千㎡４２０千㎡

08/3期 11/3期計画

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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●顧客別売上と外販比率（計画）
（電子部品物流）

141 140 142 146

39 37 36 38

251 268 292
316

60.2% 62.2%
58.3%

63.3%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

08/3期
実績

431
445

470
500

一般

ｱﾙﾊﾟｲﾝG

ｱﾙﾌﾟｽG

（単位：億円）

09/3期
計画

10/3期
計画

11/3期
計画

外販比率

顧客数

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

●（電子部品物流） 58% → ６３ ％

●（連結ベース） 72% → ７５ ％

●（電子部品物流） 58% → ６３ ％

●（連結ベース） 72% → ７５ ％

外販比率

１,８９０社１,８９０社 ２,３００社２,３００社
（ 国内 1,060社、海外 830社） （ 国内 1,350社、海外 950社）

顧客別売上

「 メディア・ロジスティクス・ソリューション 」

「 設 備 搬 送 事 業 」 の 外 販 拡 大

「 調 達 代 行 ビ ジ ネ ス 」 の 取 り 組 み

海外を含めた工場間の設備搬送ビジネス

記録メディア物流のプラットフォーム確立

グローバルワンチャンネルサービスの活用

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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Ｏne

Ｃhannel

Ｓervice

倉庫管理
(ACCS)

・入出庫管理

・在庫管理

・保税倉庫管理

販売・購買
(ASMS) (APPS)

・売掛金管理

・買掛金管理

・予算管理

資材販売
(APSS)

・受発注管理

・仕入管理

・売上管理

経営管理
(AACS)

・マネジメント

・経理･財務

・人事･総務

■総合物流サービス（■総合物流サービス（OOnene CChannel hannel SServiceervice））

輸出入情報
(TESS) (AIOS)

・輸出書類作成

・NACCS

・NVOシステム

運送
(ATMS)

・受注･売上管理

・配車管理

・請求･支払管理

●｢新｣運送システムの構築

・精度､効率､コスト力の向上

・品質､環境対応の強化

・配車･運行管理の支援増強

●倉庫管理システムの強化

・保税管理システムの展開

・「物流個性」の拡大・推進

・Web化(On Time EDI)の推進

●輸出入情報システムの進化

・輸出入書類の電子データ化･提供

・保税倉庫システムとのリンケージ

・電子請求化へのリンク

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

５００種

運用の標準化

物流コストの低減

物流品質の安定化

商品特性

顧客ニーズ

荷主ニーズ

環境対応

+α

物 流 個 性 情 報 シ ス テ ム物 流 個 性 情 報 シ ス テ ム

運送
３５種

包装
６５種

加工
２５０種

荷役
１００種

保管
５０種

･納品代行

･多頻度納品

･CO2排出量管理
・
・
・

etc…

･空調管理

･静電対策

･鮮度管理
・
・
・

etc…

･入庫方法

･ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ方法

･自動計量
・
・
・

etc…

･分割出庫

･ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨ管理

･ＲＯＨＳ対応
・
・
・

etc…

･梱包材料

･梱包方法

･防錆･防湿処理
・
・
・

etc…

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流
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項 目 ’０８年度目標

CO2排出量削減
（トンキロあたり）

１ ％ 削減 （前年比）

電力使用量削減
（売上100万円あたり）

廃棄物排出量削減

リサイクル率向上

１ ％ 削減 （前年比）

３ ％ 削減 （前年比）

６５ ％

Ⅲ．中期経営計画
１．電子部品物流

’１０年度目標

７ ％ 削減 （’06年比）

４ ％ 削減 （’06年比）

’06年度排出量維持

７５ ％

[ 国内 ]

2009年3月期の見通し第Ⅱ部 ：第Ⅱ部 ：

中期経営計画の概要中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第第ⅢⅢ部部 ：：

1. 電子部品物流

2. 2. 消費物流（流通サービス）消費物流（流通サービス）

3. 中期 連結損益計画

2008年3月期 決算概要第Ⅰ部 ：第Ⅰ部 ：
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（単位：万人）

5,540 6,069
6,986

7,850

8,726 8,002
7,683

7,367

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

●●地域生協の無店舗事業規模推移地域生協の無店舗事業規模推移

消費者のライフスタイルの変化により、今後も市場拡大が見込まれる消費者のライフスタイルの変化により、今後も市場拡大が見込まれる

（出展：日本生協連）（出展：日本生協連）

●●地域生協の組合員数の推移地域生協の組合員数の推移

0303年度年度 0044年度年度 0055年度年度 0066年度年度 1010年度年度

・・・

1,592 1,597 1,652
1,712

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（単位：億円）

0303年度年度 0044年度年度 0055年度年度 0066年度年度 1010年度年度

・・・

Ⅲ．中期経営計画
２．流通サービス

14,26614,266 14,07114,071
14,66914,669

15,21715,217

（（110,0,000000））

個配供給

班供給

経営理念

ネ ッ ト ワ ー ク 拡 充
全国輸配送ネットワークの強化

同業他社との協業による補完

売 上 の 拡 大
生協「個配」「流通加工」の受託拡大

西宮北物流センターを活用した拡販

業 務 品 質 の 向 上
総合マネジメントシステムの構築

輸配送・倉庫管理システムの向上

ＣＳＲへの取り組み
内部統制、コンプライアンスの強化

グリーンロジスティクスの徹底推進

私たちは地域社会の中で、消費者の暮らしに貢献できる
消費物流に特化した総合物流企業をめざします

中期重点戦略

Ⅲ．中期経営計画
２．流通サービス
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騎西物流センター
西宮北物流センター

07年11月開業

● 西宮北物流センター １１ 千㎡

● 個配センター ＋ ８ 拠点

● 西宮北物流センター １１ 千㎡

● 個配センター ＋ ８ 拠点

拠点数（08/3）
事 業 所 ６ 拠点
営 業 所 ２４ 拠点
個 配 セ ン タ ー ７６ 拠点

拠点数（08/3）
事 業 所 ６ 拠点
営 業 所 ２４ 拠点
個 配 セ ン タ ー ７６ 拠点

生協個配、一般消費物流拡販に向け拠点拡大生協個配、一般消費物流拡販に向け拠点拡大

０７年度取り組み

Ⅲ．中期経営計画
２．流通サービス

0

50

100

150

200

250

97/3 98/3 99/3 00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3

（単位：億円）● 売上高推移

騎西物流センターＢ棟 開設

車両台数 1,000台 突破

西宮北物流センター 開設

騎西物流センターA棟 開設

11期連続の増収（96年以降）、今後も継続成長11期連続の増収（96年以降）、今後も継続成長

計画 計画 計画

Ⅲ．中期経営計画
２．流通サービス
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2009年3月期の見通し第Ⅱ部 ：第Ⅱ部 ：

中期経営計画の概要中期経営計画の概要第Ⅲ部 ：第第ⅢⅢ部部 ：：

1. 電子部品物流

2. 消費物流（流通サービス）

3. 3. 中期中期 連結損益計画連結損益計画

2008年3月期 決算概要第Ⅰ部 ：第Ⅰ部 ：

中期売上目標 634 億円 （08/3期） ７３５ 億円 （11/3期）中期売上目標 634 億円 （08/3期） ７３５ 億円 （11/3期）
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●●連結売上高連結売上高 （単位：億円）

634

※各会社の売上高は連結消去後の数値です

663

単独

海外

流通

08/3期
実績

09/3期
計画

10/3期
計画

11/3期
計画

695
735

2009/3～2011/3

07/3期
実績

604

Ⅲ．中期経営計画
３．中期連結損益計画
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（単位：億円）

55.2

※各会社の営業利益は連結消去後の数値です

54.0

単独

海外

流通

08/3期
実績

09/3期
計画

10/3期
計画

11/3期
計画

56.5

65.0
営業利益率

2009/3～2011/3

54.2

07/3期
実績

●●連結営業利益連結営業利益

中期利益目標 55.2 億円 （08/3期） ６５.０ 億円 （11/3期）中期利益目標 55.2 億円 （08/3期） ６５.０ 億円 （11/3期）

Ⅲ．中期経営計画
３．中期連結損益計画

'64 '65 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

㈱アルプス物流に社名変更 （’87年）

東京港センター開設 （’88年）

ＡＣＣＳ立ち上げ （’90年）

東証二部上場 (’95年）

通関業の免許取得 （’01年）

ＩＡＴＡ航空貨物代理店ﾗｲｾﾝｽ取得 （’02年）

ＴＤＫ物流㈱と合併 （’04年）

成田営業所新倉庫建設 （’05年）

海外事業開始（海外現法設立） （’94年）

㈱渡駒として設立 (’64年) 

アルプス電気㈱資本参加 （’67年）

アルプス運輸㈱に社名変更 （’70年）

㈱流通サービスに資本参加（子会社化） (’96年)

Ⅲ．中期経営計画
３．中期連結損益計画
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お客様のための最適物流を提案します

①物流品質・安全を１００％保証します

－－－ ５つの約束 －－－

②在庫精度９９．９％以上を約束します

③最適な時間（リードタイム）で運用します

④継続的な物流の合理化に貢献します

⑤グリーンロジスティクスを推進します
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注意：
本資料に記載された業績予想ならびに将来予測は、
現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、
不確実な要素を含んでいます。
実際の業績等は、業況の変化等により、記載されている
予想数値と異なる場合があります。
また、本資料は会計監査対象外となっています。


